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訂言吉富 
・新支部長挨拶(1P)

・諦念講演「狂言の世界とシ工-クスピア」和泉流宗家(3P)

・講演「新しいミレニアムを迎えて」マリコ・テラサキ・ミラー氏(6P)

新
支
部
長
挨
拶

「
み
ん
な
が
参
加
す
る
支
部
に
」

東
京
支
部
長

坂
上
栄
美
子

皆
さ
ま
は
ど
ん
な
動
機
で
大
学
婦
人
協

会
に
入
ら
れ
ま
し
た
か
。
私
は
会
の
内
容

も
知
ら
な
い
ま
ま
、
先
輩
の
勧
め
で
十
年

前
に
入
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
い
い
か
げ
ん

な
会
員
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
度
支
部
長

を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
ち
ょ
っ

と
緊
張
し
て
お
り
ま
す
。

支
部
長
に
な
っ
て
、
改
め
て
会
員
名
簿

を
繰
っ
て
み
ま
し
た
。
六
月
現
在
の
支
部

会
貝
は
五
五
九
名
で
す
が
、
お
顔
を
存
じ

上
げ
な
い
方
、
最
近
は
あ
ま
り
お
目
に
か

か
ら
な
い
方
、
活
動
に
よ
く
参
加
さ
れ
て

い
る
方
よ
り
も
、
そ
ん
な
方
の
ほ
う
が
気

に
な
り
始
め
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
な
い
に

は
色
々
な
訳
が
お
あ
り
で
し
ょ
う
が
、
律

儀
に
会
費
を
お
納
め
く
だ
き
り
な
が
ら
参

加
さ
れ
な
い
の
は
、
会
が
つ
ま
ら
な
い
か

ら
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。
私
た
ち
支

部
委
員
は
、
微
力
な
が
ら
も
、
皆
さ
ま
の

ご
意
見
や
ご
要
望
で
会
の
行
事
を
企
画
運

営
す
る
の
が
務
め
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
私
の
研
究
を
発
表
し
て
み
た
い
」
と
か
、

「
こ
ん
な
所
を
見
学
す
る
と
よ
い
」
と
か
、

「
こ
ん
な
話
が
聞
き
た
い
」
と
か
、
様
々

な
ご
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
会
員
一

人
ひ
と
り
の
総
意
で
会
を
運
営
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
活
動
の
テ
ー
マ
と
し
ま
し
て
、

「
心
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
を
あ
げ
ま

し
た
。
法
律
や
制
度
が
い
く
ら
整
備
さ
れ

て
も
、
そ
れ
を
選
択
す
る
の
は
個
人
の
意

識
で
す
。
案
外
女
性
を
縛
っ
て
い
る
の
は
、

女
性
自
身
の
意
識
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ま
ず
、
自
分
の
「
心
」
を
し
っ
か
り

「
エ
ン
パ
ワ
ー
」
し
ょ
う
と
い
う
わ
け
で

す
。
そ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
活
動
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
来
年
春
の
全
国
総
会
は
、
東
京

支
部
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
頼
り
な
い
支
部
長
と
不
慣
れ
な
委
員

た
ち
で
す
が
、
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
ろ
う
と

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
役
員

と
か
委
員
と
か
の
枠
を
越
え
て
、
一
緒
に

開
催
運
営
に
あ
た
っ
て
く
だ
さ
る
方
は
、

ど
う
ぞ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
京
支
部
総
会
報
告

前
書
記

縄
田
臭
紀
子

二
〇
〇
〇
年
東
京
支
部
総
会
は
、
四
月

二
十
二
日
(
土
)
、
虎
ノ
門
の
国
立
教
育
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。

支
部
会
員
総
数
五
三
二
名
中
、
出
席
者

数
七
十
八
名
、
有
効
委
任
状
二
三
六
通
で

総
会
は
成
立
。

高
井
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、
一
九
九

九
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
及
び
会
計

監
査
報
告
が
行
わ
れ
た
。
次
に
二
〇
〇
〇

年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、

二
〇
〇
〇
年
度
予
算
に
全
国
通
常
総
会
費

を
組
み
込
む
こ
と
、
詳
細
は
七
月
発
行
の

「
と
も
し
び
」
に
掲
載
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
た
。
続
い
て
新
支
部
長
、
新
役
員
が

承
認
さ
れ
、
坂
上
新
支
部
長
の
挨
拶
と
新

委
員
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

次
に
山
本
I
A
U
W
会
長
が
、
世
界
的

連
帯
の
中
に
あ
る
団
体
と
し
て
、
社
団
法

人
と
し
て
、
会
貝
相
互
の
協
力
の
も
と
活

発
に
活
動
し
て
ほ
し
い
と
挨
拶
さ
れ
た
。

次
い
で
平
野
国
際
委
員
長
よ
り
、
I
F

U
W
八
十
周
年
記
念
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
説
明

が
あ
り
、
滞
り
な
く
総
会
は
終
了
し
た
。

記
念
講
演
は
、
狂
言
和
泉
流
宗
家
二
十

世
和
泉
元
弼
氏
、
和
泉
淳
子
氏
、
三
宅
藤

九
郎
氏
三
姉
弟
の
清
々
し
い
講
演
を
拝
聴

し
た
。



2伽年7月1日
と も し び 第28号(2)

2000年度予算

2000/4/ 1 -2001/3/31

(単位:円)

1 999年度大学婦人協会東京支部決算報告書

1999/4/ 1 -200/3/31

収入の部

科 目 予雛領 決算額 差 額 備 考 予算∵顔 備 考 

I会 費 収 入 1,弧).(東調 1.復調.00) -1艶.(X調 1,50.00 

Ⅱ 基本財産利息収入 00,00 22.401 -7.599 25,0調) 

Ⅲ 運用財産利息収入 1.0億) 669 -331 1,(×調 

Ⅳ 寄 付 収 入 3質し00) 281.200 -68.00 バザー、寄付 300.(X調 バザー、寄付 

V 遇亀鑑会本部機動金 
ー ー ー 

300.(X調 

Ⅵ 通常総会参加費 ー - ー 
徽).(東X) 脚円×220口 

Ⅷ 椎 収 入 18.(議) 18,00 0 入会還付金、賞助会員還付金 20.6α) 入会還付金、賞助会員遭付会 

当 期 収 入 合 計 1.899.(X畑 1,666.270 -232,730 2.創鵜.6α) 

前 期 繰 健 全 1.022.178 1.022,178 0 800.銀婚 

収 入 合 計 2,921,178 2,688,448 -232.730 3,697.285 

科 目 予算額 決算額 差 額 備 考 予算額 備 考 

I 管 理 費 l.餌0.00 9鋤.629 一105,371 1,000.(X調 

(1)備 品 費 20,(00 0 -20,00 

コピー代、勢筒、他 

20.(X畑 

コピー代、針筒、他 (2)消 耗 品 費 100.00 7了、靭 -22,166 120,00 

(3)印 刷 製 本 貫 50.(東調 40.425 -9,575 支部のお知らせ、他 30.00) 支部お知らせ、他 

(4)通 信 費 320.(東調 301,970 -18.030 支部お知らせ、ともしび、本邦会報 320.(東調 支部お知らせ、ともしぴ、本邦会報 

(5)交 通 費 70.00) 57.50 -12.軟調 70,00) 

本部へ分担金 本部へ分担金 (6)事 務 所 要 120,調) 120.(東調 0 120.(議) 

(7)事 糖 手 当 300,(X鳩 336.9億) -23,100 事務員給料一部負担、他 300,00 事糖員給料一部負掴、他 

Ⅱ 運 営 費 1脚.(X調 92.儲陶 -57.334 150,(×" 

(1)総 会 貫 00,(職調 31.782 一蹴,218 会場費、マイク代、菓子代 00,00) 会場費、マイク代、菓子代 

(2)安 貞 会 貫 00.(職場 60.捌 旗蜘 00,00 

Ⅲ 事 業 費 700,(00 570,468 -129。532 1,(敵)。00 

(l)二般事業費 A 
6α).(調) 470,468 -129.532 ともしぴ(2回)、講演会、他 6α).(東調 ともしぴ(2回)、糠漬会、他 

(2)通傭言綻十全関係 (3)国内奨学金 1(畑.(X畑 1(調.(X調 0 国内奨学金寄付 紡0,(X調 100.(X調 国内奨学金寄付 

Ⅳ 雑 費 20,(XD 0 -20.α責) 20.(X調 

V 子 機 貫 40,(煩) 0 -40.()α) 20.00 

Ⅵ 基 本 金 轍 立 2(調.00) 2(畑.(朋 0 貸付信託 200.(議) 貸付信託 

当 期 支 出 合 さ† 2.100.(X調 1.797,763 -352.237 3.0鎌),00) 

次 期 繰 越 金 77l,178 800.(斌5 119,的7 007,285 

支 出 合 計 2.921,178 2.688,448 -232,730 3.697,285 

2(議)/4 /5現在

大
学
婦
人
協
会
東
京
支
部

二
〇
〇
〇
年
度
役
員
・

支
部
長

・
坂
上
栄
美
子

副
支
部
長

・
松
本

佳
子

柳調)年3月31日現在

基本金財政状況:貸付信託 曽4. 100.(X肌・・・・・三井信託銀行新宿西口支店

運用財産状況:繰地金 半800,既婚 普通預金 半鐘鵜.刀4……三井信託銀行新宿西口支店

現 金 半55.911

会 計 木村 和子 山崎 邦子

厳正に監査いたしました結果、正確に記載されており間違いないことを証明いたします

200年4月13日 会計監査 松沢美仁子 比留間淑乃

会
計
監
査

・
山
崎

邦
子

・
岩
田

玲
子

・
木
村

和
子

・
小
池

朋
子

・
小
坂

順
子

・
阿
部

裕
子

・
遠
藤

理
枝

奥
山
ふ
み
子

・
片
柳

洋
子

加
藤
百
合
子

河
井

尚
子

・
菊
地

蕉

紅
林
み
の
り

・
佐
々
木
澄
子

・
豊
田
ト
モ
千

・
福
士
仁
三
代

・
福
田

文
子

福
田

満
代

松
浦

照
代

・
三
浦

久
子

三
浦
由
紀
子

・
三
森

紀
子

・
吉
原

雅
子

比
留
間
淑
乃

・
高
井

敬
子

委
員
名
簿

(
大
女
)

(
茶
)

(
東
女
)

(
武
蔵
音
)

(
実
)

(
津
)

(
日
女
)

(
聖
)

(
奈
女
)

(
日
女
)

(
大
女
)

(
実
)

(
東
女
)

(
聖
)

(
大
女
)

(
東
女
)

(
聖
)

(
奈
女
)

(
早
)

(
奈
女
)

(
実
)

(
大
女
)

(
茶
)

(
同
女
)

(
日
女
)

(
日
女
)

(
聖
)

(
五
十
音
順
・
印
新
役
員
、
委
員
)



200年7月l日びしもY
」

(3)第28号

記
念
講
演
(
2
0
0
0
・
1
・
2
2
)

「
狂
言
の
世
界
と
シ
工
-
ク
ス
ピ
ア
」

講
師

和
泉

元
弼
氏

和
泉

淳
子
氏

三
宅
藤
九
郎
氏

右から元霜氏、淳子氏、藤九郎氏

講
演
は
、

和
泉
流
宗

家
の
嫡
男

で
二
十
代

目
宗
家
の

和
泉
元
粥

氏
に
よ
っ

て
始
め
ら

れ
た
。
氏

は
狂
言
全
般
と
和
泉
流
の
説
明
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
。

要
約
す
る
と
、
狂
言
は
日
本
の
伝
統
芸

能
の
中
の
唯
一
の
喜
劇
で
、
現
在
、
和
泉

流
と
大
蔵
流
が
あ
り
、
五
六
二
年
前
に
京

都
で
誕
生
し
た
和
泉
流
は
、
今
は
東
京
を

中
心
に
日
本
全
国
お
よ
び
世
界
各
地
で
活

躍
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
狂
言
の

題
材
は
六
〇
〇
年
前
の
出
来
事
で
あ
り
登

場
人
物
や
装
束
は
昔
の
も
の
で
あ
る
が
、

内
容
は
現
在
に
通
じ
、
用
語
は
室
町
時
代

の
侍
の
日
常
語
で
「
何
々
で
ご
ざ
る
」
と

い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
が
、
抑
揚
を
つ

け
問
を
お
い
て
い
る
の
で
、
よ
く
耳
を
傾

け
れ
ば
観
客
は
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
理
解

で
き
、
残
り
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
演
者
の

動
き
で
理
解
で
き
る
と
い
う
。

そ
の
他
演
者
の
表
情
、
擬
音
お
よ
び
能

楽
堂
、
能
舞
台
の
説
明
の
後
、
会
場
の
演

壇
を
横
に
ず
ら
し
た
空
間
に
松
を
配
し
た

仮
設
舞
台
で
、
狂
言
が
演
じ
ら
れ
た
。

演
目
は
、
盆
な
ど
に
石
を
積
み
上
げ
て

景
色
を
作
っ
た
も
の
や
盆
栽
を
意
味
す
る

「
盆
山
」
で
、
盗
人
「
シ
テ
」
を
和
泉
宗

家
の
次
女
で
、
人
間
国
宝
の
祖
父
九
世
三

宅
藤
九
郎
の
継
承
者
の
十
世
三
宅
藤
九
郎

(
和
泉
祥
子
)
氏
、
盆
山
の
持
主
「
ア
ド
」

を
、
長
女
の
女
性
狂
言
師
和
泉
淳
子
氏
が

演
じ
ら
れ
た
。
立
派
な
盆
栽
を
一
つ
盗
も

う
と
庭
に
入
っ
た
盗
人
が
盆
山
の
陰
に
身

を
隠
す
が
、
盆
山
の
特
主
に
み
つ
け
ら
れ

か
ら
か
わ
れ
て
、
犬
や
猿
の
晴
声
で
ご
ま

か
そ
う
と
し
た
が
失
敗
し
、
果
て
は
鯛
の

真
似
を
し
て
跳
び
は
ね
て
逃
げ
て
行
く
と

い
う
筋
で
、
演
技
の
途
中
観
客
か
ら
幾
度

か
笑
い
が
洩
れ
、
演
技
が
終
わ
る
と
拍
手

が
沸
い
た
。

続
い
て
和
泉
淳
子
氏
は
、
女
性
狂
言
師

と
し
て
舞
台
に
立
て
る
現
在
に
生
ま
れ
合

わ
せ
、
し
か
も
良
き
師
匠
(
父
)

に
恵
ま

れ
た
幸
運
を
語
り
、
女
性
狂
言
師
協
会
の

代
表
と
し
て
、
こ
の
道
で
の
女
性
の
進
出

に
努
力
し
て
お
ら
れ
る
と
話
さ
れ
た
。

ま
た
、
三
宅
藤
九
郎
氏
は
、
十
九
世
が
、

「
日
本
の
狂
言
を
世
界
の
狂
言
に
」

の
モ

講
演
(
2
0
0
0
・
6
・
1
 
4
)

「
国
際
協
力
の
現
場
か
ら
」

J
-
C
A
総
裁

薩
田

公
郎
氏

政
府
の
要
人

で
あ
る
こ
と
な

ど
感
じ
さ
せ
な

い
雰
囲
気
で
講

演
は
始
ま
っ
た
。

体
験
に
も
と
づ

い
た
興
味
深
い

ッ
ト
ー
の
も
と
に
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の

喜
劇
や
ハ
ム
レ
ッ
ト
な
ど
を
狂
言
に
組

み
、
和
泉
流
宗
家
は
既
に
そ
れ
ら
の
公
演

を
、
十
二
カ
国
二
十
数
都
市
で
行
い
、
好

評
を
得
て
い
る
実
績
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

最
後
に
和
泉
元
請
氏
が
舞
っ
て
く
だ
さ

っ
た
「
あ
や
め
酒
」
に
、
観
客
は
心
を
洗

わ
れ
る
思
い
が
し
た
。

貴
重
な
知
識
を
与
え
、
磨
き
上
げ
ら
れ

た
演
技
を
鑑
賞
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
和
泉

流
宗
家
の
、
国
内
お
よ
び
海
外
で
の
益
々

の
ご
発
展
を
お
祈
り
す
る
。(

川
田

ひ
ろ
)

話
で
、
あ
っ
と
い
う
間
の
一
時
間
四
十
分

だ
っ
た
。

援
助
と
日
本
、
援
助
の
具
体
例
、
援
助

を
す
る
理
由
、
援
助
の
意
義
の
四
項
目
に

分
け
て
説
明
。
戦
勝
国
ア
メ
リ
カ
が
戦
後

の
日
本
に
ど
れ
程
大
き
な
援
助
を
し
た

か
。
ガ
リ
オ
ア
資
金
と
か
ラ
ラ
物
資
と
か

聞
き
覚
え
の
あ
る
方
も
多
い
と
思
う
。
新

幹
線
や
高
速
道
路
へ
の
世
界
銀
行
か
ら
の

多
額
な
融
資
。
そ
れ
ら
の
支
援
の
も
と
に

再
建
さ
れ
た
日
本
は
今
、
主
に
東
南
ア
ジ

ア
へ
援
助
の
手
を
さ
し
の
べ
て
い
る
。

三
十
五
年
前
に
設
立
さ
れ
た
青
年
海
外

協
力
隊
(
2
0
歳
-
3
9
歳
)
は
一
六
〇
職
種

一
三
〇
〇
人
の
規
模
と
な
り
、
軌
%
が
女

性
と
い
う
の
も
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
と
し
て
見
逃
せ
な
い
。
シ
ニ
ア
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

(
4
0
歳
-
0
0
歳
)
も
四
〇
〇
名
。

国
際
協
力
事
業
へ
の
関
心
も
あ
ら
た
め
ら

れ
た
請
演
で
あ
っ
た
。

(
柴
崎

富
子
)



寮28号(4)びしもY
」

2000年7月1日

支
部
各
係
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

○
会
貝
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
係

東
京
支
部
会
貝
、
賛
助
会
員
の
デ
ー
タ

を
管
理
し
、
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
"
と

も
し
び
〃
を
皆
様
に
も
れ
な
く
お
届
け
で

き
る
よ
う
に
す
る
の
が
第
一
の
仕
事
で
す
。

昨
年
度
、
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
ま
し
た
。
日
頃
の
活
動
を
知
ら
せ
る

も
う
ひ
と
つ
の
窓
と
し
て
∈
p
I
-
○
-
d
a
露
に

情
報
を
発
信
し
て
ゆ
き
ま
す
。
ア
ド
レ
ス

は
妄
p
[
三
三
ミ
∽
,
〔
そ
,
の
き
o
す
●
⊃
①
●
-
p
ヽ
.

j
a
u
ミ
\
で
す
。
東
京
支
部
を
ア
ク
セ
ス
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

皆
様
か
ら
の
変
更
や
訂
正
を
速
や
か
に

行
う
た
め
、
本
部
会
貝
部
や
事
務
の
鈴
木

さ
ん
と
連
携
し
て
作
業
し
て
い
ま
す
。
住

所
変
更
な
ど
支
部
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

(
チ
ー
フ

福
田
:
松
浦
)

○
講
座
・
見
学
係

年
間
行
事
と
し
て
、
年
四
、
五
回
の
講

演
会
と
見
学
会
を
催
し
て
い
ま
す
。
会
を

よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

勉
強
会
と
親
睦
の
場
と
し
て
充
実
し
た
も

の
を
企
画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

前
年
度
は
シ
ス
タ
ー
加
藤
、
秋
山
虔
氏
、

渋
谷
謙
三
氏
、
マ
リ
コ
・
テ
ラ
サ
キ
・
ミ

ラ
ー
氏
を
迎
え
て
の
講
演
会
と
、
東
京
都

の
清
掃
施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
す
で
に
六
月
十
四
日
に
、

I
I
C
A
の
藤
田
公
郎
総
裁
を
招
い
て
、

「
国
際
協
力
の
現
場
か
ら
」
と
越
し
て
有

意
義
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
七
月
四
日

に
は
相
馬
雪
香
氏
の
諦
演
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

今
後
の
催
し
物
に
つ
い
て
も
そ
の
都
度

お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
素
敵
な
講
師
を
ご
存
知
の
方
、

ぜ
ひ
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

(
チ
ー
フ

河
井
・
紅
林
)

○
バ
ザ
ー
係

会
貝
の
皆
様
に
は
「
新
春
の
つ
ど
い
」

や
支
部
総
会
の
折
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
協
力
い
た
だ

い
た
収
益
は
「
国
内
奨
学
金
」
と
し
て
、

学
生
の
方
に
ま
す
ま
す
勉
学
に
は
げ
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
資
金
協
力
を
し
て
お

り
ま
す
。
仕
入
れ
の
方
も
皆
様
か
ら
の
情

報
を
い
た
だ
い
て
動
い
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
有
力
な
情
報
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

(
チ
ー
フ

奥
山
)

○
サ
ー
ク
ル
係

会
貝
相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め
に
東
京

支
部
で
は
現
在
六
つ
の
サ
ー
ク
ル
が
活
動

し
て
い
ま
す
。
「
東
京
漫
歩
く
ら
ぶ
」
「
英

語
講
座
」
「
楽
し
い
俳
句
会
」
「
源
氏
物
語

を
読
む
会
工
」
「
源
氏
物
語
を
読
む
会
Ⅱ
」

(
希
望
者
が
多
く
今
年
よ
り
新
設
)

そ
し

て
「
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
」
な
ど
、
ど
の

サ
ー
ク
ル
も
多
数
参
加
し
、
和
気
あ
い
あ

い
と
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
今
後
こ
れ
と
い
う
ご
希
望
の

サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

(
チ
ー
フ

加
藤
)

○
"
と
も
し
び
〃
係

年
二
回
(
三
月
、
七
月
)
、
"
と
も
し
び
〃

を
発
行
し
ま
す
。
支
部
の
活
動
を
詳
し
く

お
知
ら
せ
す
る
た
め
の
機
関
紙
で
す
。
係

の
こ
と
、
サ
ー
ク
ル
の
こ
と
、
講
演
会
や

見
学
会
の
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
様

子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

会
貝
な
の
に
、
な
か
な
か
入
っ
て
行
き

に
く
い
、
見
え
な
い
垣
根
の
よ
う
な
も
の

を
と
り
払
え
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
"
と
も
し
び
〃
は
皆
様
で
つ
く
り

上
げ
て
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ご
意

見
、
ご
感
想
、
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
テ
ー

マ
な
ど
、
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

(
チ
ー
フ

三
浦
由
)

事
業
報
告
・
予
定

4
・
2
2

6
・
1
 
4

東
京
支
部
総
会

於
国
立
教
育
会
館

記
念
講
演

「
狂
言
の
世
界
と

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
」

講
師

和
泉

元
粥
氏

和
泉

淳
子
氏

三
宅
藤
九
郎
氏

講
演
会
「
国
際
協
力
の
現
場
か

ら
」

藤
田

公
郎
氏

"
と
も
し
び
〃
第
2
8
号
発
行

9
月

1
0
・
1
451

n
月

n
月

l
月

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

妄
p
白
書
…
る
,
{
k
y
●
∽
三
〇
b
●
⊃
o
,
j
p
\
…

」
a
u
∈
\
東
京
支
部
を
ア
ク
セ
ス
く
だ
さ
い
。

2
月

3
・
l

講
演
会
「
激
動
の
2
0
世
紀
・
そ

の
反
省
と
教
訓
」相

馬

雪
香
氏

講
演
会
「
我
が
国
の
福
祉
」

寛
仁
親
王
殿
下
(
財
務
主
催
)

講
演
会

J
A
U
W
全
国
セ
ミ
ナ
ー

於
国
立
婦
人
教
育
会
館

見
学
会

バ
ス
ツ
ア
ー

(
財
務
主
催
)

新
春
の
つ
ど
い

(
本
部
主
催
)

国
内
奨
学
金
贈
呈
式

(
本
部
と
共
催
)

講
演
会

"
と
も
し
び
"
第
2
9
号
発
行

7
月
以
降
の
事
業
は
、
具
体
的
に
決
ま

り
次
第
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。



2(X畑年7月1日びしもY
」

(5)第28号

璃
旧
聞
闇
臨

①
東
京
漫
歩
く
ら
ぶ

平
成
四
年
か
ら
続
い
て
い
る
、
都
内
や

近
郊
を
散
策
す
る
会
。
年
に
三
、
四
回
、

半
日
く
ら
い
の
行
程
と
食
事
を
楽
し
み
ま

す
。
希
望
者
に
の
み
案
内
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

六
月
十
五
日
、
白
山
神
社
の
「
あ
じ
さ

い
祭
」
と
小
石
川
植
物
園
を
見
学
し
ま
し

た
。
次
回
は
未
定
。

②
英
語
講
座

日
時
・
第
一
第
三
金
曜
日

午
前
十
時
-
十
二
時

会
場
・
大
久
保
地
域
セ
ン
タ
ー
三
階

講
師
・
松
本
節
也
氏
(
元
法
政
大
学
教
授
)

よ
き
指
導
者
を
得
て
、
英
語
に
親
し
ん

で
い
ま
す
。
引
き
続
き
「
ロ
ン
ド
ン
史
」

を
請
読
中
。
理
解
を
深
め
る
た
め
、
時
代

を
反
映
し
た
名
作
(
日
本
語
訳
)

な
ど
も

参
考
に
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
募
集
中
で
す
。

①
②
と
も
に
、

問
い
合
わ
せ
先
・
峯
川
正
子

(
食
〇
三
-
三
六
八
四
-
八
三
〇
七
)

③
楽
し
い
俳
句
会

郎
年
9
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
楽
し
い
俳

句
会
」
。
現
在
句
友
は
十
五
名
で
、
月
一
回

事
務
所
で
句
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

札
幌
支
部
と
の
交
換
句
会
も
、
す
で
に

四
回
を
数
え
ま
す
。
「
雪
し
ま
き
」
「
気
化

嵐
」
と
い
う
北
海
道
と
い
う
風
土
な
ら
で

は
の
季
語
に
、
新
し
い
世
界
を
経
験
い
た

し
ま
し
た
。

時
に
笑
い
の
渦
を
巻
き
起
こ
す
楽
し
い

た
の
し
い
句
と
も
出
会
い
つ
つ
、
句
作
り

と
鑑
賞
力
の
向
上
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

多
少
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
関
心

の
あ
る
方
は
見
学
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
毎
月
第
三
水
曜
日

午
後
一
時
三
十
分
-
三
時
三
十
分

会
場
・
J
A
U
W
事
務
所
会
議
室

講
師
・
柴
崎
宮
子

俳
人
協
会
会
貝
、

「
春
燈
」
同
人
、
句
集
「
山
日
和
」

問
い
合
わ
せ
先
・
海
老
原
典
子

(
食
/
F
〇
三
-
三
三
五
一
-
五
〇
五
六
)

④
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
I
)

絵
巻
物
の
中
で
は
澄
ま
し
顔
の
姫
君
た

ち
で
す
が
、
平
成
の
美
女
三
十
名
が
坂
上

先
生
の
名
講
義
に
耳
を
傾
け
る
や
、
絵
の

中
か
ら
千
年
の
時
を
超
え
て
現
わ
れ
、
源

氏
を
巡
り
情
念
の
火
花
を
散
ら
し
て
く
れ

ま
す
。

郎
年
9
月
か
ら
読
み
始
め
て
、
現
在
、

「
松
風
の
巻
」
。
源
氏
が
須
磨
、
明
石
よ
り

帰
り
、
物
語
も
い
よ
い
よ
佳
境
に
入
っ
て

い
き
ま
す
。
は
ら
は
ら
ど
き
ど
き
、
第
三

第
四
の
水
曜
日
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

い
ま
は
満
席
状
態
、
教
室
は
熱
気
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。

(
田

律
子
)

⑤
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
Ⅱ
)

折
り
し
も
、
紫
式
部
と
源
氏
絵
巻
が
描

か
れ
た
新
二
千
円
札
が
発
行
さ
れ
、
「
源
氏

物
語
」
が
脚
光
を
浴
び
る
年
、
「
源
氏
物
語

を
読
む
会
Ⅱ
」

の
ス
タ
ー
ト
に
花
を
添
え

て
く
れ
て
い
る
様
で
す
。

坂
上
先
生
の
名
調
子
の
ご
語
義
で
、
雅

び
で
幽
玄
の
世
界
に
浸
り
、
そ
し
て
楽
し

く
最
後
ま
で
皆
で
読
み
終
え
た
い
も
の
で

す
。ま

だ
多
少
、
人
数
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
・
第
二
、
三
、
四
火
曜
日

午
前
十
時
半
-
十
二
時
半

問
い
合
わ
せ
先
・
中
山
律
子

(
食
〇
三
⊥
二
三
三
六
-
四
六
二
人
)

(
I
)

(
Ⅱ
)
と
も

会
場
・
J
A
U
W
事
務
所
会
議
室

講
師
・
坂
上
栄
美
子

著
書
「
源
氏
物
語

ひ
と
り
ご
と
」

⑥
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

二
年
間
同
好
会
と
し
て
楽
し
ん
で
き
た

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
会
が
サ
ー
ク
ル
の

仲
間
入
り
を
し
ま
す
。
あ
わ
た
だ
し
く
過

ぎ
て
行
く
日
々
の
中
で
、
季
節
の
花
と
語

り
合
う
ひ
と
時
は
な
ん
て
幸
せ
な
の
で
し

ょ
う
。
美
し
い
も
の
に
ふ
れ
て
楽
し
い
仲

間
と
そ
の
喜
び
を
分
け
合
い
、
豊
か
な
気

持
ち
を
持
ち
続
け
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま

す
。
先
生
は
抜
群
の
セ
ン
ス
で
ご
指
導
く

だ
さ
い
ま
す
。

日
時
・
毎
月
第
三
火
曜
日

午
後
一
時
半
-
三
時
半

会
場
・
J
A
U
W
事
務
所
会
議
室

講
師
・
河
井
尚
子
(
マ
ミ
ー
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
本
校
諦
師
及
び

グ
リ
ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
)

問
い
合
わ
せ
先
・
西
尾
順
子

(
食
〇
四
二
-
三
九
七
-
四
七
四
一
)
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講
演
(
2
0
0
0
・
2
・
2
3
)

「
新
し
い
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
迎
え
て
」

マ
リ
コ
・
テ
ラ
サ
キ
・
ミ
ラ
ー
氏

新
し
い
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
迎
え
て
最
初
の

東
京
支
部
主
催
の
講
演
会
は
、
真
赤
な

ス
ー
ツ
姿
の
マ
リ
コ
さ
ん
の
明
る
い
元
気

な
第
一
声
「
皆
様
、
こ
ん
に
ち
わ
」
で
始

ま
っ
た
。
会
場
は
超
満
貝
、
男
性
も
何
人

か
見
え
て
い
る
。
マ
リ
コ
さ
ん
に
続
い
て
、

名
通
訳
横
田
佳
世
子
さ
ん
の
美
し
い
日
本

語
。
あ
あ
、
こ
れ
で
、
き
ょ
う
は
も
う
大

丈
夫
!

今
回
は
、
母
上
ク
エ
ン
さ
ん
か
ら
三
代

前
に
遡
っ
て
、
い
か
に
ア
メ
リ
カ
の
女
性

た
ち
が
参
政
権
を
得
る
た
め
に
戦
っ
た
か

を
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
時
々
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
ま
じ
え
な
が
ら
話
し
始
め
ら
れ
た
。

ご
両
親
の
意
志
を
継
ぎ
、
二
つ
の
祖
国

に
橋
を
架
け
よ
う
と
努
力
し
て
お
ら
れ
る

マ
リ
コ
さ
ん
の
生
き
方
に
惹
か
れ
た
私
が

初
め
て
彼
女
の
住
む
キ
ヤ
ス
パ
ー
を
訪
れ

た
の
は
、
一
九
八
四
年
-
雨
の
空
港
。
私

た
ち
が
お
互
い
を
理
解
し
あ
う
の
に
時
間

は
要
ら
な
か
っ
た
。
二
人
は
夜
の
カ
ー
・

パ
ー
ク
で
声
高
ら
か
に
日
本
の
童
謡
を
歌

っ
た
。
そ
の
後
続
い
た
手
紙
の
数
々
。
マ

リ
コ
さ
ん
か
ら
の

「
日
米
の
深
刻
な
貿
易

摩
損
に
つ
い
て
、
何
か
私
が
お
役
に
立
つ

な
ら
い
つ
で
も
日
本
に
帰
り
ま
す
」
と
の

訴
え
に
、
朝
日
新
聞
「
声
」
の
棚
に
殺
害

し
、
日
本
各
地
で
の
請
演
会
を
実
現
し
た

の
は
一
九
八
八
年
。
全
く
の
専
業
主
婦
で

あ
っ
た
私
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
初
め
て
の

社
会
参
加
と
な
っ
た
。
同
年
九
月
と
十
一

月
、
二
回
に
わ
た
る
鹿
児
島
・
熊
本
・
山

口
・
徳
島
・
京
都
・
東
京
な
ど
で
の
講
演

旅
行
は
、
マ
リ
コ
さ
ん
と
私
を
よ
り
深
く

結
び
つ
け
た
。
マ
リ
コ
さ
ん
が
大
変
尊
敬

し
て
お
ら
れ
る
母
上
ク
エ
ン
さ
ん
に
お
目

に
か
か
っ
た
の
は
そ
れ
か
ら
二
年
後
。
同

行
し
た
夫
は
「
髭
を
剃
り
な
さ
い
」
と
注

意
さ
れ
、
思
わ
ず
苦
笑
し
た
。
明
治
生
ま

れ
の
亡
き
母
を
思
い
出
し
た
よ
う
だ
。

マ
リ
コ
さ
ん
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
ひ

と
り
物
思
い
に
耽
っ
て
い
る
私
に
、
マ
リ

コ
さ
ん
の
力
強
い
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

「
政
治
を
お
上
に
任
せ
る
の
は
、
間
違
い

で
す
。
世
界
の
女
性
が
結
び
つ
け
ば
、
社

会
は
変
え
ら
れ
ま
す
」
。
そ
う
だ
!

私
は

マ
リ
コ
さ
ん
の
講
演
会
企
画
後
、
l
A
U

W
に
入
会
し
、
I
F
U
W
国
際
会
議
も
経

験
し
た
。
マ
リ
コ
さ
ん
の
話
は
、
わ
が
国

の
女
性
運
動
家
の
大
先
輩
で
あ
る
相
馬
雪

香
氏
と
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
、
環
境
問
題
、

人
口
問
題
、
教
育
問
題
と
続
く
。

講
演
終
了
後
の
「
あ
な
た
は
ど
う
し
て

そ
ん
な
に
楽
観
的
な
の
で
す
か
?
」
と
い

う
質
問
に
「
絶
望
す
る
と
い
う
賀
沢
は
、

私
に
は
許
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
」
と
の
答
え
。

初
め
て
の
出
会
い
か
ら
十
六
年
。
そ
の
間
、

お
互
い
の
家
庭
で
も
様
々
な
こ
と
が
起
こ

っ
た
。
特
に
マ
リ
コ
さ
ん
に
は
、
人
に
は

語
れ
な
い
苦
し
み
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
知

っ
た
時
の
私
の
心
痛
。
で
も
彼
女
は
見
事

に
立
ち
直
っ
た
。
初
め
て
の
講
演
会
に
比

べ
て
、
回
を
経
る
ご
と
に
そ
の
内
容
は
魅

力
的
に
な
り
、
特
に
今
回
は
私
た
ち
に
強

い
印
象
を
与
え
る
語
り
口
で
あ
っ
た
。
マ

リ
コ
さ
ん
は
立
派
に
成
長
さ
れ
た
。
横
田

佳
世
子
さ
ん
の
適
切
な
通
訳
の
お
蔭
で
、

マ
リ
コ
さ
ん
の
気
持
ち
が
正
確
に
私
た
ち

に
伝
わ
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
聴

衆
の
皆
様
も
、
少
し
暑
す
ぎ
た
室
内
に
も

拘
ら
ず
最
後
ま
で
熱
心
に
聞
い
て
く
だ
さ

っ
た
。
帰
途
、
マ
リ
コ
さ
ん
が
言
わ
れ
た

「
き
ょ
う
の
聞
き
手
が
一
番
質
が
高
か
っ

た
。
お
蔭
で
私
も
、
最
後
ま
で
大
変
気
持

ち
良
く
話
せ
た
」
と
の
言
葉
が
、
こ
の
日

の
私
へ
の
最
高
の
ご
褒
美
と
な
っ
た
。

マ
リ
コ
・
テ
ラ
サ
キ
・
ミ
ラ
ー
氏
は
、

現
在
、
日
本
政
府
名
誉
総
領
事
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
。

(
有
本

玲
子
)

寺
田
科
学
研
究
奨
励
賞
贈
呈
式

に
参
加
し
て

五
月
二
十
日
、
大
学
婦
人
協
会
に
入
会

し
て
間
も
な
い
私
は
、
勧
め
ら
れ
て
守
田

科
学
研
究
奨
励
賞
贈
呈
式
に
出
席
、
初
め

は
立
派
な
方
々
の
中
で
堅
く
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。

式
が
始
ま
る
ま
え
に
、
守
田
様
と
学
友

だ
っ
た
方
か
ら
、
「
白
い
実
験
着
が
よ
く
似

合
っ
て
、
ひ
た
む
き
な
イ
メ
ー
ジ
の
方
で

し
た
」
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
長
年
、
高

校
で
化
学
の
教
鞭
を
と
ら
れ
、
お
亡
く
な

り
に
な
っ
て
か
ら
、
弟
様
を
通
し
て
基
金

の
ご
寄
付
が
あ
り
、
今
回
が
二
度
目
の
奨

励
賞
と
な
っ
て
い
ま
す
。

式
中
、
受
賞
者
の
庭
山
聡
美
博
士
が
、

化
学
式
を
図
示
し
て
、
分
り
易
く
講
演
さ

れ
、
化
学
に
疎
い
私
も
、
サ
リ
ド
マ
イ
ド

が
人
体
に
プ
ラ
ス
の
働
き
を
す
る
面
の
新

し
い
研
究
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
ま
し

た
。
浜
崎
浩
子
博
士
は
、
科
学
者
と
し
て

進
む
き
っ
か
け
と
今
日
ま
で
の
研
究
生
活

を
語
ら
れ
、
そ
の
間
経
験
し
た
こ
と
を
、

後
進
に
役
立
て
よ
う
と
さ
れ
る
気
持
が
、

暖
か
く
伝
わ
っ
て
来
ま
し
た
。

格
調
高
い
中
に
も
、
和
や
か
な
雰
囲
気

が
漂
っ
た
会
で
、
守
田
様
の
遺
志
が
生
か

さ
れ
た
贈
呈
式
に
参
加
で
き
た
こ
と
を
、

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。(

吉
原

雅
子
)
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第
4
3
国
道
常
総
会
報
告

前
副
支
部
長

待
楊
団
結
子

第
4
3
回
通
常
総
会
は
、
四
月
一
日
午
後

よ
り
奈
良
市
の
奈
良
ホ
テ
ル
で
始
ま
り
ま

し
た
。
評
議
員
会
と
支
部
長
会
議
の
後
、

夕
刻
六
時
よ
り
同
ホ
テ
ル
大
和
の
間
に
て

懇
親
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

村
上
札
幌
支
部
長
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
乾

杯
の
音
頭
の
あ
と
、
中
国
の
漁
さ
ん
、
可

憐
な
沈
さ
ん
に
よ
る
中
国
琵
琶
と
楊
琴
の

演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。
心
に
響
く
そ
の
美

し
い
音
色
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

二
日
目
は
、
会
場
を
奈
良
新
公
会
堂
に

移
し
ま
し
た
。
出
席
者
は
、
二
五
二
名
(
東

京
支
部
よ
り
6
7
名
)
、
参
加
支
部
は
二
十

四
。
山
本
会
長
の
開
会
の
辞
の
後
、
逝
去

会
員
に
黙
祷
。
つ
づ
い
て
山
本
会
長
を
議

長
と
し
て
選
出
、
総
務
、
各
委
員
会
、
各

支
部
の
報
告
に
対
し
て
、
審
議
・
質
問
が
行

わ
れ
ま
し

た
。
今
年

は
組
織
の

改
変
が
以

下
の
様
に

あ
り
ま
し

た
。
「
科
学

研
究
奨
励

会
」

の
設

置
、
企
画

委
員
会
の
構
成
変
更
、
五
委
員
会
の
名
称

変
更
(
国
際
奨
学
委
員
会
、
国
際
委
員
会
、

国
内
N
G
O
委
員
会
、
女
性
の
地
位
委
員

会
、
広
報
委
員
会
)

な
ど
で
す
。
そ
の
夜

の
薬
師
寺
花
会
式
に
は
百
数
十
名
が
参

加
。
奈
良
支
部
の
二
日
間
に
わ
た
る
あ
た

た
か
い
お
も
て
な
し
に
心
か
ら
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

次
期
出
回
総
会
は
東
京
で
開
か
れ
ま

す
。
東
京
支
部
の
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

奈
良
支
部
主
催

(
世
界
遺
産
コ
ー
ス
)

四
月
三
日
午
前
九
時
前
出
発
。
参
加
者

三
十
七
名
。
午
前
は
東
大
寺
を
参
観
。
森

本
会
員
の
ご
令
息
の
案
内
で
、
見
学
は
一

層
意
義
深
く
な
っ
た
。
金
剛
力
士
像
を
収

め
た
南
大
門
を
く
ぐ
り
、
大
仏
殿
前
に
進

み
、
創
建
当
初
の
遺
物
八
角
灯
範
に
浮
彫

り
さ
れ
た
菩
麿
の
典
雅
な
造
形
に
魅
了
さ

れ
た
。
段
内
で
は
特
に
許
さ
れ
、
大
仏
膝

元
ま
で
登
壇
。
台
座
の
達
弁
に
刻
ま
れ
た

毛
彫
図
は
、
「
華
厳
経
」
の
仏
光
遍
照
の
世

界
を
表
現
し
て
い
る
。
東
大
寺
は
天
平
の

昔
に
建
立
さ
れ
て
よ
り
、
苦
難
の
星
霜
を

重
ね
な
が
ら
、
文
化
財
や
宗
教
儀
礼
を
守

っ
て
き
た
。
そ
れ
は
歴
史
遺
産
と
い
う
の

み
な
ら
ず
、
今
日
の
私
た
ち
に
、
依
然
と

し
て
豊
か
な
啓
示
を
与
え
る
精
神
遺
産
で

も
あ
る
と
、
慈

愛
溢
れ
る
昆
虐

遮
那
仏
の
尊
顔

を
拝
し
っ
つ
考

え
た
。

東
大
寺
を
後

に
、
春
日
山
原

始
林
を
へ
て
、

奈
良
公
園
内
は

菊
水
棲
で
午
餐
。
食
後
、
興
福
寺
境
内
を

散
策
、
平
城
宮
址
へ
。
復
元
成
っ
た
朱
雀

門
に
懸
か
る
風
鍔
の
響
き
に
、
ふ
と
往
時

の
都
大
路
の
繁
盛
す
ら
偲
ば
れ
た
。
全
見

学
を
終
え
、
午
後
三
時
近
鉄
奈
良
駅
着
。

お
世
話
く
だ
さ
っ
た
奈
良
支
部
の
皆
様
に

感
謝
し
っ
つ
解
散
し
た
。

大
き
寺
大
き
み
は
と
け
春
深
む

(
坂
井

英
子
)

(
三
門
跡
寺
院
参
拝
コ
ー
ス
)

若
葉
光
る
奈
良
の
中
宮
寺
。
優
し
い
姿

の
本
堂
は
池
の
中
に
建
て
て
あ
る
。
ふ
く

よ
か
な
御
門
跡
様
の
ご
説
明
で
拝
観
す

る
。
飛
鳥
彫
刻
の
最
高
峰
と
さ
れ
る
美
し

い
曲
線
の
半
凱
思
惟
の
国
宝
如
意
斡
観
音

菩
薩
に
思
わ
ず
手
を
合
わ
せ
る
。
国
宝
天

寿
国
史
奈
羅
繍
帳
は
日
本
最
古
の
刺
繍

で
、
千
年
を
経
て
色
槌
せ
ず
に
保
た
れ
て

い
て
驚
く
。

円
照
寺
は
堂
々
た
る
本
瓦
葦
の
尼
寺

で
、
山
村
御
流
の
活
花
が
床
の
間
を
飾
る
。

か
つ
て
は
修
学
院
離
宮
内
に
あ
っ
た
と
い

つ
○

バ
ス
は
日
本
人
の
心
の
故
郷
奈
良
の
静

か
な
山
里
を
走
り
、
景
色
を
楽
し
ま
せ
三

幹
の
里
に
着
く
。
昼
食
は
麺
ゆ
う
館
山
本

で
温
か
い
そ
う
め
ん
。
柿
の
葉
ず
し
も
い

た
だ
い
た
が
そ
の
美
味
し
さ
は
今
だ
に
忘

れ
ら
れ
な
い
。
い
ろ
い
ろ
と
お
土
産
も
頂

戴
し
た
。

法
華
寺
は
南
大
門
、
鐘
楼
。
本
堂
で
は

ち
ょ
う
ど
雛
会
式
で
可
愛
い
お
雛
様
も
飾

ら
れ
て
い
た
が
満
員
で
入
る
こ
と
が
で
き

ず
、
本
尊
十
一
両
観
音
は
拝
め
な
か
っ
た
。

「
か
ら
風
呂
」
も
外
か
ら
お
偲
び
し
た
。

御
門
跡
様
が
画
か
れ
た
美
し
い
散
華
を
こ

の
旅
の
記
念
に
と
求
め
た
。
奈
良
支
部
の

皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。(

芥
川

妙
子
)中宮寺御門跡をかこんで
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は
じ
め
ま
し
て

「
今
年
度
か
ら
の
新
委
貝
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
」

阿
部
裕
子

(
聖
)

今
ま
で
、
社
会
福
祉
委
貝
会
で
本
当
に

た
く
さ
ん
の
事
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
新
た
に
、
東
京
支
部
委
員
に
な
り
緊

張
し
て
お
り
ま
す
が
、
何
か
の
お
役
に
立

て
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

遠
藤
理
枝

(
奈
女
)

先
輩
に
お
誘
い
頂
い
た
も
の
の
、
今
春

よ
り
急
き
ょ
社
会
福
祉
の
学
校
に
通
う
こ

と
に
な
り
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
ば
か
り
で
す
。
そ
の
う
ち
少
し
で
も
お

役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

片
柳
洋
子

(
大
女
)

あ
ら
ゆ
る
方
面
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、

キ
ャ
ッ
チ
し
た
こ
と
に
対
し
て
素
早
く
頭

を
切
り
換
え
、
こ
れ
か
ら
来
る
で
あ
ろ
う

長
い
人
生
の
余
暇
を
少
し
で
も
マ
ル
チ
で

意
義
の
あ
る
楽
し
い
も
の
に
し
て
ゆ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

菊
池

蕉

(
聖
)

東
京
支
部
委
貝
会
の
活
動
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
く
機
を
得
ま
し
て
、
微
力
な
が

ら
、
一
灯
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
か
な
い

ま
す
よ
う
励
み
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

佐
々
木
澄
子

(
東
女
)

入
会
と
同
時
に
委
員
を
引
き
受
け
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
不
安
で
一
杯

で
す
が
、
皆
様
と
の
出
会
い
で
多
く
の
事

を
吸
収
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

豊
田
ト
モ
子

(
聖
)

何
も
解
ら
な
い
ま
ま
、
委
員
を
お
引
き

受
け
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
一
抹
の
不
安
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一

生
懸
命
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
く
つ
も
り
で

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

福
士
仁
三
代

(
奈
女
)

大
学
の
先
輩
か
ら
の
お
誘
い
で
、
は
じ

め
て
こ
の
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
一
つ
新
た
な
出

会
い
を
得
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

福
田
文
子

(
早
)

社
会
は
情
報
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い

う
言
葉
と
共
に
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
住
む
街
、
東
京
の

変
わ
ら
ぬ
姿
や
文
化
を
支
部
活
動
を
通
し

て
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
浦
久
子

(
大
女
)

先
輩
の
お
誘
い
で
、
四
月
か
ら
入
会
い

た
し
ま
し
た
。
本
当
に
何
も
わ
か
ら
な
い

「
若
葉
マ
ー
ク
」

の
委
員
で
す
。
新
し
い

お
仲
間
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

三
森
紀
子

(
同
女
)

立
派
な
方
々
の
お
仲
間
に
入
れ
て
い
た

だ
き
不
安
で
す
が
感
謝
し
て
い
ま
す
。
足

手
ま
と
い
に
な
ら
ぬ
よ
う
努
力
い
た
し
ま

す
。
入
会
と
同
時
に
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

吉
原
雅
子

(
日
女
)

皆
様
と
の
活
動
を
通
し
て
、
様
々
な
経

験
を
重
ね
、
勉
強
し
て
、
参
加
す
る
こ
と

が
楽
し
く
な
る
様
に
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
お
願
い
▲

◆
今
年
度
の
会
費
、
未
納
の
方
は
お
早
目

に
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
住
所

変
更
や
そ
の
他
の
異
動
の
際
は
、
事
務
所

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
支
部
会
計
)

◆
使
用
す
み
の
、
切
手
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
類
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
年
末
に
ま
と

め
て
、
中
野
盲
人
自
立
セ
ン
タ
ー
に
届
け

て
い
ま
す
。

編
集
後
詰

常
緑
樹
の
落
葉
が
峠
を
越
し
た
。
若
緑

は
日
一
日
と
混
ざ
を
ま
し
、
球
根
類
の
土

中
か
ら
の
引
上
げ
も
す
ん
だ
。
花
菖
蒲
や

紫
陽
花
の
た
よ
り
は
し
っ
と
り
と
落
着
き

感
を
与
え
て
く
れ
て
、
農
業
の
方
に
は
申

訳
な
い
が
一
息
つ
け
る
と
き
で
も
あ
る
。

だ
が
外
は
選
挙
カ
ー
の
喧
喋
。
す
で
に

南
九
州
で
は
大
雨
の
被
害
の
ニ
ュ
ー
ス
。

感
傷
に
ひ
た
る
場
合
で
は
な
い
か
。

(
M
)

梅
雨
と
い
え
ば
田
植
え
の
風
景
を
思
い

浮
か
べ
る
。
だ
が
電
磁
波
と
電
子
音
の
中

で
暮
す
娘
に
は
ピ
ン
と
こ
な
い
様
子
。
無

洗
米
を
使
う
親
の
子
な
ら
仕
方
が
な
い
と

い
わ
れ
て
も
…
…
。

(
A
)

○
今
号
は
新
支
部
の
活
動
状
況
の
報
告
に

紙
面
を
多
く
と
り
、
"
声
の
ひ
ろ
ば
"
は
次

の
2
9
号
で
充
実
し
て
載
せ
た
い
と
思
い
ま

す
。
多
発
す
る
少
年
事
件
へ
の
思
い
、
介

護
問
題
、
そ
の
他
日
常
の
こ
と
、
支
部
活

動
へ
の
要
望
、
な
ど
な
ど
。
た
く
さ
ん
の

「
思
い
」
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

原
稿
送
付
先
・
I
A
U
W
事
務
所
内

東
京
支
部
委
員
会
"
と
も
し
び
係
〃

○
原
稿
の
お
願
い
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
皆
様
と
先
輩
会
員
の
あ
た
た
か
い
ご

助
言
に
心
か
ら
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

(
編
集
係
一
同
)

と
も
し
び
二
八
号

発
行
日

二
〇
〇
〇
年
七
月
一
日

発
行
社
団
法
人
大
学
婦
人
協
会
東
京
支
部

と
も
し
び
編
集
係

〒
棚
.
酬
新
宿
区
左
門
町
十
一
番
六
・
一
〇
一

周
〇
三
i
三
三
五
八
二
八
八
二

印
刷
タ
ナ
カ
印
刷
㈱

剛
〇
三
二
二
三
五
八
二
一
八
八
九


